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1. 本誌 は､物性 物 理 の研 究 を共 同 で促進 す るため ､研 究者 が そ
の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した
情報 を速 や か に交換 しあ うこ とを 目的 と して､毎 月 1回編集 ･
刊行 され ますO掲載 内容 は､研 究論 文 ､研 究会 ･国際会議 な ど
の報告 ､講義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､
情報 な どです｡
-2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 として審査 は行 ない
草せ ん ｡,但 し､編集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 し く不適 当 と
認 め た もの につ いて は､改訂を ~求 め ､ または掲載 を拒 絶 す るこ
とが あ ります｡
3･ 本 誌 の掲 載論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る ききは､著者 の承
諾 を得 た上 で privatecommunication扱 い_に して下 さい｡
投稿規定
1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節約 す るため原稿 は極 力簡潔 にお書 き下 さ
しヽ｡
2. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用｢して下 さい｡
3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規定 に
に準 じ､ミス.プ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とって下 さ
い○
上 ツ キ､下 ツ キは特 に紛 わ しい もの のみ を才旨定 して下 さい｡
英字 の大 ､花文 字 ､ ギ リシャの手旨走 を忘 れ ない よ うに ､ O とa
と 0(ゼ ロ)､u とn と rr､C とe､l (ェ ル )と 1(守 チ)､X と×
(カケル)､u とV 等 が一 番 間違 いやす い｡
4. 数式 は 3行 にわ たって大 き く書 いて下 さい｡
5. 1行 以 内 にお さ ま らない可肯邑性 の あ る長 い数 式等 は必 ず改行
の際･の切 れ 目を赤 て守旨定 して下 さい .
6. 図 の縮尺 ､拡大 は致 しませ んO- 頁以 内 に入 らない図 は原 則
として著者 に返送 し､書 き改 め て いただ きます｡
7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだけ さけ るよ うに して下 さい｡
8. 別刷 が入用 な場 合 は､投稿 の際 に所要部 数 を10部単位 で申込
んで下 さい｡ 別系氏代 は下言己方式 に よ り､ 現金 で納入 して い ただ
き ます ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ んo
p :物 研 出 来 上 り真 数 ■･
Ⅹ :別 刷 所 要 部 数
a :別 刷 - 頁 の代 金 1円
b r:製 本 代 (別 刷 一 部 につ き) 10円
別 刷 代 - (a､p十b)Ⅹ +送 料 /
別刷代 金･は別刷 を受 取 ってか ら､ 1ケ月以 内 に糸内め て下 さい｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金･を請 求 され る こ とが あ ります
す か ら､御 注 意 下 さ い｡
9. 原稿 締 切 日は毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発行 誌 に掲 載 され ます
ます｡
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8月 51日～ 9月 2日
D.T.Sellmyer(班.I.T)







1970.9.2. 阿部 寛氏 (北大工応物)
｢半導体における Magneto acousticEffects｣
講演会 (物理学全道支部主催)
8月 26日 Dr.S.A.F･ried_berg t MagneticOraering in
someoneahatwo工)imensionkl～-Systems"
8月 51日 Dr･D･tで･SellmyertElectrOnic andMagnetie
states in=ntermetallicsandAlloysp
9月 16日 Dr.W.Keensom V題未定" (予定)
〔東大 ･理 ･物理〕＼




















守谷 亨氏 (物性研) californi.a大 (U.S.A.)より帰国
〔京 大〕
垣谷俊昭氏 京大 ･基研 ･助手に着任された｡




｡ 永官僚夫教授が9月 21日帰国したo (今年 4月から主に米国オハイ
オ大学VL滞在し,後磁性国際会議 (グルノープタレ)/に出席して帰国)
o 望月和子助教授が9月 21日帰国した｡ (磁性由際会議出席)
o ′成田信一郎教授がボス トンの半導体担際会議に出席して9月 5日'帰国
した｡











期日 ･ 2月 1, 2, 5,冒 (月 ,火 ,水)
予算 旅費 25万円
最近の塞研の研究会は比較的テーマをしぼった projec七的夜 ものが多 く
なっていますが ,これとは逆に種々の領域の研究者が自由に意見を交換しあい ,
今後の研究方向 ,問題点を見定めて行 くよう夜会を開きたいと考えています｡









世話人 敵原武生 ,森 聾 ,榎田博繭
･) これは先月号の再寿です｡
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o SpinWaves in FerromagrleticCrBr5 LStudied Dy Inelastic
Neutron Scattering rF,.∫.Samuelsen,Ri.chard-Silber一
glitt, a.Shirane) ､




o Singularity of NonlinearDynamical BeSPOnSe
-critical slowing [)OTNn lnErgudicancL
Non-Ergodic Systems-
(桓 suo suzuki)
o Effect of =mpurity Potential in the s一a Problem
仔 .shibata and氏.Liadhidal





0 New Aspects ofExcitons7 (Y.ToyOZaWal









O-TwoMagnonADSOrPもion and-ぬ gnon Siaebana inK2NiF4








o=nterband_Effects in OrbitalMagnetism and_HalliJ
conductivity (I?i.Kubc)andfi-.Flユkuyama1
0DynamicEffectsinHaraSupercorlductors (班.Spad-oni1
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上記題目の研究会が 19710年 7月 20日か ら22日まで,京大基準扱理学
研究所で行われた｡ プログラムは下記の通 り,であるe 内容を以下に簡単に報告





















o 簡単を分子結晶VLおける相転移 中 村 伝 (阪大基礎工 )
〇 一固体水素における iil〕ron 本 間 重 雄 (名大工)
oL 固体水琴における基底状態VL隣する藷間藤 宮 城 宏 (阪大基鹿工 )
ら.分光学的方法から見た分子結晶における分子運動
伊 藤 光 男 (東北大理)
(第2日)





畳 替 頑 男 (東大物性研 )
伊 藤 光 男 (秀北大理)
千 原 秀 酵 (版 大理-)
花 村 栄 一 (東大物性研 う
o熱軌定 ･RヲSOrlanCe か ら見た分子結 晶における 相転移 と分子運動















片 岡 洋 右 (京大理)
＼
安 田 秀 雄 (京大理)
西 山 賢 一 (京大理)
西 山 賢 ⊥ (京大背)
清 水 博 (九大紫)
岡 田 謙 ､書 (京大理)
浜 重 一 朗 (阪大基挺工)
o Theory of Translational and･OrientationalMeltinglWith
Application to Liquid Crystals
-C2-
小 林 謙 二 (東大物性研)
月幕言尭規 定
個 人 購 読
1､会 費 当 会 の 会 費 は前 納 制 を とっ て い ます｡ した が っ て
3月未 まで に な る だ け (1年 間 分 会 費 を御 支 払 い下 さ い｡
な お新 規 購 言売の場 合 は下 記 の 会 費 以 外 に入 会 金 と して ､
100 円 お支 払 い下 さ い｡
滋 I年 間 の 会 費
1stvolume 960 円
2nd volume 960 円
計 1,920円
(1年 分 ま とめ て お支 払 い が 困難 の 向 きは1voluIT把 分 ず
つ で も結 構 で す｡)
2. 支 払 いの 際 の注 意 :な るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の上 御 納 入下
さ い｡
なお通 信欄 に送 金 内容 を必 ず 明言己して下 さ い｡
3. 雑 誌 購 言売者 以 外 の代 理 人 が購 言売料 を送 金･され る場 /合､必 ず 講
読 者 本 人 の 名 前 ､を明記 して下 さ い｡
4. 誌 代 の支 払 遅 滞 の場 合 :当会 の 原 則 として は ､正 当 な理 由 な
く 2Vol.以 上 の言耐雪を滞 糸内され た場 合 には ､送 本 をイ亭止 す る こ
とに な っ て い ます の で御 留 意 下 さ い｡
5. 一 括 送 本 を受 け る場 合 :個 人購 言売中 に大 学 等 で一 括 酉己布 を受
け る様 に な っ た場 合 は ､必 ず ｢個 人購 読 中 止 ､一 括 配 布 希 望 ｣
の通 知 を して下 さ い｡ 逆 の場 .合 も同様 で す｡
6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変 更 等 送 本 先 が変 っ た場
合 は ､｣Z､ず送 本 先 変 更 届 を提 出 して下 さ い ｡
学 校 ､研 究 所 等機 関 購 言売
1. 会 費 :学 校 ･石汗究 所 等 で の購 読 及 び個 人 で あ っ て も公費 払 い
の と きは機 関 会 員 とみ な し､代 金 は ､ 1Vol.1,800円 で す
この場 合 ､ 入 会 金･は不 要 で す｡ 学 校 ､研 究 所 の 会 費 の 支 払 い は
後 払 い で も系吉横 で す., しか し購二言売申込 み を され る時 に支 払 い に
必 要 な請 求 見積 ､納 品書 各何 通 必 要 な の か をお知 らせ下 さ い｡
な お ､ 当会 の請 求 書 類 で は支 払 いが で きな い様 で した ら､ 貴校
貴 研 究 機 関 の請 求 書 類 を送 付 して下 さ い｡
2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発行 途 上 に あ る volume の購 読 途 中
中 止 は認 め られ ませ ん｡ 購 読 中止 され る場 合 に は ､ 1ケ 月前 ぐ
らい に中止 時 期 を明記 して ｢購 読 中止 届 ｣を送 付 して下 さい｡
昭和42年 11月14日 第四種郵便物認可
昭和45年10月20日発行 (毎月1回20日発行)
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松田 博嗣 -21
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謂
